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患者:広節裂頭条虫症10例，無鈎条虫症 8 例。男15名，女 3 名で，年齢は19ゃ69才であった。条虫症
の擢患期間は， 1 ヶ月から 16年にわたり，症状は口渇，心寓部不快感，悪心，幅吐などであった。検査
は，好酸球増多が 6 例，白血球増多が 1 例， ビリルピン上昇が 1 例で，これらは何れも軽度であり，他
に 6 例において便中に虫卵が検出された。

















18例中， 14例で200"""500mPのガストログラフィンにて，注入開始から 15 ，....， 50分の聞に駆虫が完了した。
何れの例でも，条虫は生きたまま排出され，破壊されていないので，頭節の確認が極めて容易かっ確実
に行うことができた。残りの 4 例中， 1 例は腹膜炎の既往があり腸管が癒着しているため，嬬動が極め





なかった。しかし，その翌日の造影では虫体の陰影はみられず，かっ 1 年 6 ヶ月の追跡調査にて排虫が
見られないことから治癒と判断した。最後の 1 例は，以前より毎日軟便もしくは下痢があり，治療中も
腸液の多量の分泌と腸管の嬬動不良が見られ， 2 回試みたが駆虫できなかった。
副作用については，頭痛 2 例，舷量 2 例，口渇 1 例があったがこれらはいずれも軽微で，絶食，排便




























る O 従来の条虫駆虫法は時に重篤な副作用を来すことがあり， しかも必ずしも確実に駆虫出来るとはか
ぎらない。しかるに，十二指腸に造影剤であるガストログラフィンを注入するという本駆虫法は，殆ど
副作用もなく，短時間に駆虫が行われ， しかも虫体を破壊しないため完全に条虫が排出されたことの確
認も容易である。駆虫機序については，ガストログラフィンに含まれる界面活性剤とヨード造影剤の共
同作用が重要であることが示唆された。
本論文は条虫症の治療法として今後多数の患者の治療に寄与するところ大であり，学位に値するもの
と考えられる。
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